
憲
法
改
悪
反
対
愛

知
共
同
セ
ン
タ
ー
の

呼
び
か
け
で
、
４
・

９
全
県
一
斉
宣
伝
行

動
が
各
地
で
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

江
南
で
も
左
記
の

よ
う
に
計
画
し
ま
し

た
。私

た
ち
の
苦
し
い

生
活
を
切
り
開
く
た

め
に
も
憲
法
を
守
り

く
ら
し
に
生
か
す
運

動
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。

「
護
憲
派

の
運
動
（
例

え
ば
九
条
の

会
）
が
盛
ん

に
な
っ
て
い

る
の
で
、
こ

れ
に
対
抗
す

る
運
動
を
強

力
に
展
開
し

て
い
く
」
こ

と
を
方
針
に

掲
げ
た
「
新

憲
法
制
定
議

員

同

盟

」

（
会
長
・
中

曽
根
康
弘
元
首
相
）

が
今
月
4
日
に
総
会

を
開
催
、
民
主
党
国

会
議
員
も
参
加
し
ま

し
た
。

民
主
党
憲
法
調
査

会
幹
部
は
、
「
憲
法

審
査
会
を
動
か
し
て

い
く
こ
と
そ
の
も
の

に
は
反
対
で
は
な
い
」

と
憲
法
改
定
を
狙
う

か
ま
え
で
す
。

九
条
の
会
の
加
藤

周
一
さ
ん
ら
が
「
福

田
内
閣
は
、
安
倍
前

内
閣
よ
り
手
ご
わ
い

相
手
、
息
の
長
い
運

動
が
大
事
」
と
、
憲

法
を
守
る
と
り
く
み

を
強
め
る
よ
う
呼
び

か
け
ま
し
た
。

小
中
学
校
の
改
定
学

習
指
導
要
領
が
三
月

二
十
八
日
、
官
報
告

示
さ
れ
ま
し
た
。
約

三
年
の
改
定
作
業
を

経
て
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
官
報
に
告

示
す
る
段
階
で
、
異

例
の
重
大
な
「
修
正
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
身
は
…
。

二
月
に
公
表
さ
れ
た

改
定
案
か
ら
の
「
修

正
」
は
百
八
十
一
カ

所
。
そ
の
大
半
は
字

句
の
修
正
な
ど
で
す

が
、
総
則
に
「
我
が

国
と
郷
土
を
愛
し
」

と
い
う
文
言
を
挿
入
。

「
君
が
代
」
を
「
歌

え
る
よ
う
指
導
す
る
」

（
小
学
・
音
楽
）
と

明
記
す
る
な
ど
、
改

悪
教
育
基
本
法
が
教

育
の
目
標
に
掲
げ
た

「
愛
国
心
」
の
育
成

を
露
骨
に
押
し
つ
け
、

憲
法
に
保
障
さ
れ
た

内
心
の
自
由
を
侵
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。
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革
新
・
江
南
の
会

憲法９条を守り生かそう○
方
法

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
訴
え
な

が
ら
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

手
渡
す
。
ス
ー
パ
ー
前
で

は
署
名
行
動
も

○
駅
頭
で
 

江
南
駅
前

朝
７
時
か
ら
８
時

布
袋
駅
前

朝
７
時
か
ら
８
時

○
ス
ー
パ
ー
前
で

  
ヤ
マ
ト
前

10
時
00
分
〜
10
時
30
分

平
和
堂
前

11
時
00
分
〜
11
時
30
分

ト
ッ
プ
ワ
ン
前

16
時
00
分
〜
16
時
30
分

可
能
な
時
間
で

護憲派の運動に敵意

①
日
本
の
経
済
を
国
民
本
位
に
転
換
し
、
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
日
本
を
め
ざ

し
ま
す
。

②
日
本
国
憲
法
を
生
か
し
、
自
由
と
人
権
、
民
主
主
義
が
発
展
す
る
日
本
を
め

ざ
し
ま
す
。

③
日
米
安
保
条
約
を
な
く
し
、
非
核
・
非
同
盟
・
中
立
の
平
和
な
日
本
を
め
ざ

し
ま
す
。

学
習
指
導
要
領

異
例
の
「
修
正
」

革
新
三
目
標

４月９日（水）
行動予定

少
し
で
も
参
加
し
ま
し
ょ
う

長
丁
場
の
た
た

か
い
を
展
望
し

た
と
り
く
み
強

化
を

革新懇

と き ６月３日（火）午後６時半開会
ばしょ 中京大学文化市民会館（旧名古屋市民会館）
講師 品川 正治（経済同友会終身幹事） 協力券1000円


